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機器デザインの新 しい志向について

高 橋 秀 雄

まえがき

前編で とりあげたカメラの造形 にっいては、メカニズムを内包す る製品の造

形が、そのメカニズムによって必然的な反映をしながら形成 されてきたことと、

操作や携帯等の機能的な要因から逆 にメカニズムが開発 され、これが造形に関

連 してきたことを具体的に例 をあげて述べてきた。これは機器の造形 を決める

直接的で一般的な形態であった。

第2編 では機器で拡大された機能の解釈によって、広範な視野から開発 され

ていることをしめす予定であったが、都合 によ り第3編 を先に発表して今後の

機器デザインの1つ の方向を提案することとした。

1.現 状 について

20世紀後半の科学技術の進歩は急速で、われわれの生活やその環境 は大 きな

変動のなかにある。このめぐるましい社会 に対 して、人間性の復活が求められ、

人間とは、生活 とは何か ・"真剣 に論 じられっっある。

現代生活に使用 される生活器具の殆んどが工業的生産 によるものであるだけ

に、その生活 に及ぼす影響 は無視で きないものがある。 なかでも機器はメカニ

ズムを内包す るだけに、デザインー般論によって律 しきれないものをもってい

ると考えざるを得 ない。

-44一



現代 の わが国産業界 の有 力企業 は、その設備 、技術 、造形 共 に伯仲 し、その生

産 す る製品の品質 は近似 して いる。又 その量 も競 争市場 をめ ぐって増加 の一途

をた どって いる。 これはマーケ ッ トシェアーの拡 大の斗 い とな り、販 売促進 の

政策 は製品の開発 や、 その造形 に向 け られ るよ うにな り、装飾化 や様 式化 に傾

いた り流 行 に走 る もの も現 出 した。 これは社 会の要求す るもので あ り、市場 か

らのフ ィー ドバ ックによ るとされて きた。

自動 車(乗 用車)に お けるプ レー ンバ ック形 式は軽 自動車 にまで影響 を与 え、

テ レビの様 式化 はテ レビを装飾 家具 と した。 ジューサ ーや クリーナーの赤色化

の現象 は、消費者 の選択 の余地 を与 えないかの印象 を植 えてい る。

現代 イ タリーの工業生産 家具 はプラスチ ックス(F.R.PやA.B.S)と そ

の 成形加工法か ら生 まれ得 る大膽 な造形の追求 を行い、迫 力あ るもの と してい る。

一方 わが国のM社 の開発 した新 しい感覚 によ る造 形の ラ ジオは
、機 器造形 の一

つ の方 向 を提 示 したもの として記憶 に残 る。

この よ うに造形 をその特徴 とす るものや、 さまざまの機能 をもつ製品群 が数

多 く生産 され る今 日、 われ われの生活空 間は これ らの製 品に よって氾濫 状態 を

呈す るに至 って い る。

一 方 わが国の住宅事情 は好転 す る きざしをみせず
、 その狭少 なスペー スは今

日の常識 とな りつ つあ る。 この なかにあって増加 しつづ け る機器 の量 は、単 に

キ ャパ シテ ィの問題 だ けで な く、人 間の精神 的 な面 に影響 を与 えよ うと してい

る。 文明の利器で あ る機 器 がこのままで は生 活 をほ ろぼす役割 りをもつ よ うに

な るので はないか と懸 念 されて い る。

A・ 機 器の量 を減ず ることは可能 か

われ われの生活 の場 にある機器 は、生 活の便利 さを求 めて生産 されて きた。

この便 利 さは能率化 を意図 したものであ り、今 日の生 活 をっ くる大 きな役割 り

を果 して いるだけ に、 その量 を減 じて恩 恵 を拒む こ とは至難 の ことで あ る。扇

風機 が フ レオ ンガス を冷媒 とす るルーム クー ラー に換 えられ、 さ らにオール シ
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一ズ ンのエ アー コンデ ィシ ョナー に移 る。又関連機 器 として除湿機 や加 湿機 、

さらに空 気清浄 機 を登場 させ る。他方 で はパ ーソナル化 を推 進 して個別 使用 の

形 で再 び量 の増加 を うながす。 この増 量 に対 して消極 的で はあるが小型 化 に よ

る救済 があ る。 オー ブ ンリール式 テー プ レコー ダー に対 して カセ ッ ト式 テー プ

レコー ダーや電卓、 トランジス ター ラジオ等 がその例 で ある。 これ らは科学 技

術 の進歩 によ る所産で あ り、高 く評価 されて よい。

B・ 機器 の複合化 は可能 か

機 器 が単体 の機能 として生産 された時代 か ら複 合機能 に移 りっっ あ り、 この

複合化 は さらに新 しい機能 を生む興味 あ る結果 を しめ したもの もみ られ る。 ラ

ジオと時計 を複合 した ものが 、目覚 しラジオ とな り、 ラジオ とワイヤ レスマ イ

クのセ ッ トが通話装置 から拡 声機 とな る例 等 がそれで あ る。複 合化 した もの と

して ラジオ に限 って も、 ラジオ とテープ レコーダー(カ セ ッ トラジオ)、 ラジ

オ とテ レビ、 ラジオ とカメラ等 があげ られる。 さらに電動 の 日曜大工 セ ッ トや

キ ッチ ンマ シ ンはシステ ム化 したもの と して高 い機能 を発揚 して い る。 このよ

うな複 合化 は重複す る部品の節減 や、機器の量 を減 ず ることに役立っ ことが認

め られ る。

C・ 機器 の綜合化 は可能 か

Bを さらに発展 させ て、機 器 と機 器の 関連 と して だけで な く、機 器 と場 の関

連 に入 る。人 と機器 、機器 と機 器、機器 と建 築の相関 々係 として形 成 され る。

即 ち機器個 々 か ら集約化 した形 をと り、 システ ィマ テ ィック な構 成 によって新

しい機能 を生 みだす ことで ある。装置化 の形 態 を とるため、明確 な系 と しての

構成 によって い る。厨 房ユニ ッ トやサ ニ タ リーユ ニ ッ トは周 知の もので あ り、

さらにカプセ ル と して発 展 しつっ あ る。機能空 間 を対 象 とす るものが多 い。 し

か し最近で は装飾空 間への挿入 が試 み られ、J.コRン ボの作 例 は注 且 に値 す

る。 この よ うな志向 は機器群 の秩序 ある綜合化 で あ り、組織化で あ るだけ に、

機 器の量 、質 共 に一変 される可能 性 が生 まれる。この ような志向 が生 活の場 に無

一46一



理 な く導入 され るとき、機器 デザイ ンは新 しい途 を拓 くことがで きるよ うにな

る。

2.機 器の綜合化 を実現 す るために

機器 が工業 的生産 によって量産 され、均一 な品 質 とその機能 が広 く生 活の場

に入 りこんで きた が、 さ きにのべた よ うにその造形 を特徴 とす るもの えの志向

が強 くなって きてい るので 、機器 の量 とは別 に造形感 覚の多様 化 が起す 問題 も

考慮 しなければ ならない。

エ ネルギー別 による生産形態 や品種 別 の生産組織 が確 立 されて いるため、デ

ザ イナ ーの担 当部 門が個別化 してい ることが解決へ の門 を閉 して いる。勿 論企

業 によっては積極 的 に改革 しつ つあ るもの も存在 す るが、多 くはそこに至 って

い ない。 ここで これ らの組織 を改革 す ること共 に新 し く生 産 の場 とは別 に、

生 活空間 を組織 的 にデザ イ ンしコーデ ィネー トす る集 団が生 まれ、これが広 く生

産 体 と関連 を もちっっ 活動 す ることが望 まれる。

つ ぎに収納系 で はあるが、西独 にお いて開発 されたイ ンター ウォール にっい

て考 えてみたい。21世 紀の住居 計画のテ ーマで収納機 能の あ り方 がと りあ げら

れ、 シュテユ ッ トガル ト技術 アカデ ミーのH.ヒ ル ヒェ博 士 に研 究 を依 託 し完

成 した といわれ るもので、機能別 の単体 家具で はな く、機 能別ユ ニ ッ トによる

構 成 を考 えた壁面化家具で あ る。工業的生産 を条件 として計画 されて い るので、

綿 密 な規格化 と共 にその構造 は簡潔 で合理的 な内容 をもって いる。 この イ ンタ

ー ウォール システ ムによ る収納系 は
、類似の もの と共 にわが国で も市場 におい

てみ るこ とがで きる。

この よ うな収納 系 は高価 で販 売 されて いるこ とと、 日本住宅のモ ジュー ルの

不統一 か らくる納 ま りの不 都合 や、 その シ ンプル な造形 に対す る反揆等 か ら普

及 が さまた げ られ てい る。

生物 の生存 において生存環境 での許容量 を越 した と き、生存 の危機 が訪 れる
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と生態 学で は教 えて いるが、 これ と同 じよ うに生活空 間での機 器の氾濫 は憂慮

すべ きもの が あるので、 さ きにあげた普及 を さまたげ る要因の解決 がみ られた

とき、急速 に受 け入 れ られるもの と考 え られ る。 イ ンター ウォール シス テムは

収納系 としての家具で あるため、ものの収納 を 目的 として いる。 これ に機 器 を挿

入 す るこ とは既 に試 み られてい るが、 それは現在 の機 器 をその ままで挿入 し格

納 した もので ある。 した が っ て機 器 自体 の 新 しい デザ イ ンの方 向 を しめす も

の とは なって いない。イ ンター ウォール システムの しめす方向 を機 器 に適 用 し

得 た とき、新 しい機 器の誕生 が予測 され る。

厨房ユ ニ ッ ト、サニ タリーユニ ッ ト等 は さ らに発展 してカプセル化 に至 って

い るが、 これ らの機能空 間の構 成 とは別 に装飾空 間へ の適用 が可能 になった と

き、広範 に渉 る機器群 がその対象 とな ることがで きる。

ここで具 体化 を考 えるため にテ レビジ ョン受像機(以 下 テ レビと略 す)を と

りあげ るこ ととす る。テ レビの機能 の本 質 は情報 の伝達 で ある。映像音 声の再

生 のた めの メ カニズム(機 械的 な)が 必要で あ り、これ を保護 す るキ ャビネ ッ

トが装 備 され る。 しか し最近で はキ ャビネ ッ トがデザ インの大 きな要 素 と して

とりあげ られ たため、 その材料 、加 工、表面処理造形 等 に多 くの労 力 が費 され

て きた。 これ は現実的 な手段で あるが、一方 において超薄形テ レビや壁 かけテ

レビが開発 されつ つあ る。 これ らのテ レビが実現 した と き、テ レビの造形 は一

変 したもの となる。 これは外面 的 な変化で な く、本質 に迫 るための変化で あ る。

ブラウ ン管 のみが人 間に接 す るすべ てで あ るとの考 えがたて られた とき、単

体 と してのテ レビは分解可能 とな りブ ラウ ン管、映像 回路 、ス ピー カー、音声

回路、操作 部 の部 品 となる。同 じよ うに ラジオ、 オーデ ィオ をは じめ として電

話器 、衡 器、冷暖房機 等 にも適 用す ることがで きる。 これ らの機器 が分解 され、

関連 し、集 約化 され綜 合化 され た とき、機 器 の新 しい形 態 が生 ま れ新 しい機

能 が創 られ る。カ プセル住 宅 において提示 された機器 は狭 い空 間 に個 々 に設置

された もので あるだ けに、 イ ンターウ ォール に設置 され たもの と同質 とみ な さ
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れる。綜合化はシステムとして構成されるだけに、主題である問題点の解決 に

は有効であると考えられるが、この綜合化されたものは装置 として存在するこ

ととなるものと、建築化(ビ ル トイン)さ れたものの2つ が考 えられる。装置

として室内空間に置かれるときは、その造形を中性化 して存在を強 く主張 しな

いものが望ましい。建築化 されたものは当然壁面 としての処理が行われる。何

れも装飾化 されたものではなく、顕在化 しない志向がこの展開の主旨に合致す

る。日本住宅にみられた簡潔な空間処理や、押入れにみられる絶妙 な収納形態

は改めて認識すべき内容 をもっ ことを主張 したい。

住宅が個性化の時代か ら工業生産 によるプレハブ住宅の時代に移行 しっつあ

る今日、家具が建築 と別個の存在ではあるべ きでないとの考えから、家具を建

築構成材 としてとらえ、これの工業化 に備 えてインテリアモジュラーコーデ ィ

ネーションの確立が急速 に進められている。設備ユニッ トについては建設省が

研究開発を行い46年度 に具体案をまとめ、通産省は設備ユニッ トのJ.1.S化 を

はかる目的で調査研究を行っている。この研究によって具体化 された案のなか

で、建築の内法寸法制を新設 しようとする構想は注目される。これは家具のみ

ならず、機器の装置化 にも深い関連 をもっからである。 このような現状 から考

えられることは建築 と家具の関連で研究開発 が行われているだけでなく、機器

も装置化に移行するためには関連 をもたなければならないことである。機器の

部品がJ.LS化 されていることとは別個に、新 しく機器の寸法規格化 が実現

されたとき、装置化の工業的生産が可能 となる。

3.デ ザインの新 しい要素の導入 について

本編 においてはこの項 を主眼 としていないので略記す るにとどめたい。

生長経済下のわが国の企業は大量生産大量消費の政策 をとり、製品の新陳代

謝 を促進す ることを意図 して きた。製品開発 と共 に一方で は製品の耐用年数

を設定 して、その癧物化への配慮 も忘れてはいない。
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A・ 材料につ いて

製品に使用 される材料として、鉄鋼各種軽合金、プラスチ ックス等多種のも

のが採用 されているが、資源なき国としてその殆んどを原材料 として輸入 して

きた。 しかし地球上の資源の枯渇が指摘され、資源の温存を政策的 に行われる

様想がみえる今日、材料の物理的性能やその経済性 から選択されるだけでなく、

資源面への配慮が必要 となりっっある。

B・ 生産加工の段階での配慮

生産加工の とき生ず る有害ガスや、痍液の処理 は専門技術者の研究によって.

改善されるであろうし、企業のモラル確立 によって解決 し得 るとしても、人体

に対 して危害を与 えると予測 されるものにっ いては、これをさけることが望 ま

しい。メッキ加工は金属の防錆処理 として開発された技術であるが、その質感

を愛好 して加飾 に利用することは反省 されなければならない。

C・ 使用の段階での配慮

機器 が生産 されるとき、使用の ときの安全性については安全規準を設けて安

全性の確保に留意されている。然 しながら災害国 として著名なわが国において

は災害(地 震、火災、風水害その他)に 対 しての配慮が求められっつある。 こ

れは材料やその加工仕上げと構造 に関係す るものが多い。

D・ 癆棄の段階での配慮

耐久消費財をはじめとして、使い捨て食器 に至る広範の製品が瘍棄 されると

き、その処理法は社会的な問題 として とりあげられている。生産 から使用 を経

て廃棄につながるシスティマテ ィックな計画が要望 される。燃焼処理、溶解処

理 、分解処理等 を予測 した材料選択や、製品の能率的な解体 を計画 したデザイ

ン等が考えられてよい。

4.再 び機器の綜合化 について

さきにあげた機器の綜合化は第3項 の資源や公害とどのように結びつ くかを

一50一



考えてみたい。

収納系 に納 められる機器や、カプセル系を構成する機器は群 としての機器 を

秩序あるものとして構成す るためのものであることはさきにふれた。

テレビはブラウン管 とそのマスクが表出するすべてとなり、これに必要最少

限の操作部が附属する。キャビネ ットは不要となり、高圧電流の危験を除く実

質的 なカバーがつけられる。部品はユニット化 されて互換性 をよくし、局処の

故障に対処すると共に痍物化を最少限の単位に押 えてテレビの寿命を延 ばす こ

とがで きる。これらは材料の浪費 を防 ぐと共に、機器の癈棄処理は少量のもと

して実施できる。又情報系の装置 として集約化 したときは、ラジオ、オーディ

オ、電話、インターホー ン等の綜合化 としての構成 が可能であるため、重複す

る構成部品の整理が可能 となる。又構成部品のユニッ ト化による関連構造 とし

て、コネクターが大 きな役割 りとして考えられるようになるだろう。

以上の例 は改めてのべ るまでも無いが機器の構成部品を機能別に分解 し、こ

れを再編す ることを主眼 としているだけに、厨房の装置化 に際 しては、エネル

ギー別あるいは機能別の系 としての構成が可能である。

今後 の機器 デザイ ンの新 しい方向として求められるべ きは、機器の本質の

確認であり群 を統合する計画で ある。これが生活の秩序を創る有効 な手段で あ

ることは間違いない。そして機器の外面的な特徴(造 形)を 刺激的 な方向に求

め ることは反省 される時期が到来す るのではないかと考えるものである。

機器群の綜合化は既 に機能空間においては着々と具体化 されている。 しかし

機能空間にのみ適合されるのではなく、装飾空間への適合 が新 しい生活 を創

る一手段 と考えられるだけに解決を急 ぐ必要がある。

機能化 された装置が装飾空間に設置されたとき、その異和感をどのよ うに処

理するかが一っの焦点 となる。このとき装置は装飾化 されることなく、中性化

されたものとして構成されるのが普辺的 な形態であることは明白である。

このようにして機器の新 しいデザイ ンの志向を樹立 したとき、群としての
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視野 か ら機器 を計画す ることがデザ イ ンの大 きな要 素 として考 え られ る。 さら

に社会 的 な問題 として公害 や資源の枯渇 に強 い関心 をもた なくて はな らない。

これは工 業的生産 に なる機 器 の あ り方 が新 しい局 面 を迎 えた とみ るべ きで あ

ろ う。

あとが き

工業的生産 によって生 まれる製品 は多岐 にわたっているが、本稿 にお いて機器

に限定 して展 開 をす すめて きたのは、デザ イ ンー般 論の横溢 す るなかで機器 の

具体 的 な内容 にふ れるもの がないか らで あ り、又工 業デザ イナ ーが過去 、現在

共 に対 象 と して きた大 きな存在で あった か らで あ る。

第一編 にお けるカメ ラ、第二編 にお ける各 種機器 の実態 の確 認 は、 第三編 に

至 る過程 で あ った ことを附記す る。
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①THERMOELECTRICLABSYSTEM

ED-101

機 能 別 に分 解 して、 これ を結 合 した もの

インダストリアルデザイン誌17/10よ り集録

②KITCHENCOMBINATIONBASE

機能 別 を作業 の系 と して集 約 化 した もの

インテルニ誌71よ り集録

③INTERWALLSYSTEM

収 納 機 能 と して み ご とな秩序 をみ せ て

て い る。

岡村製作所パ ンフレットより集録

④SOTTSASSの デザ イ ンした可 動形 収

納 機 能

ユ ニ ッ ト化 した装置 と、 これ が創 る フ

レキ シブ ル な空 間構 成 を提 案 したユ ニ

ー ク なデ ザ イ ン オッタゴノ25よ り集録
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⑤ELECTRA-71KITCHEN

ウ ェスチ ングハ ウス 社(米)の 実 験住 宅 内 の

FOODCENTER

作 業 の系 と して統 合 化 されて い る。
⑥ ⑤ と同 じ

機 能 別 を情 報 の系 と して集 約 化 され

て い る

インダス トリアルデザイン誌18/8よ り

集録

⑦VISIONA-3

新 しい室 内空 問 の大 膽 なデザ イ ン、 多 目的空 間 と し、

多 くの機 器 が包 含 されて い る。

インダス トリアルデザイン誌19/4よ り集録
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